










































































































































































（ （ （ （ （げ
）　　　　　　穿　）
） オ＿ ） ヰ）
































































































































































福 孤 徹 一 ‘
ツ ツ ）
（
）
’じノ／　　　　　　　　　巨＝ン／
一
瀟
ツ
一
音階的パターンが少しずつ変化し，それらが集合，離散しながら全体の響きが作られ
る。
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音のひろがり（岩竹）
10　METAMORPHOSIS＃2－1（p．4）
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パルスによる響きの造形。どの瞬間を取ってもピッチの組み合わせは一定であるが，
必ず音色とそれが発せられる空間的な位相が異なっている。
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11　METAMORPHOSIS＃2－1（p．17）
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12　METAMORPHOSIS＃2－2（p．27）
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